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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成29年12月21日(2017.12.21)

【公表番号】特表2017-505451(P2017-505451A)
【公表日】平成29年2月16日(2017.2.16)
【年通号数】公開・登録公報2017-007
【出願番号】特願2016-529919(P2016-529919)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   6/036    (2006.01)
   Ｃ０３Ｃ  13/04     (2006.01)
   Ｃ０３Ｂ  37/027    (2006.01)
   Ｆ２１Ｖ   8/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   6/02     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   6/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   6/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ    6/036    　　　　
   Ｃ０３Ｃ   13/04     　　　　
   Ｃ０３Ｂ   37/027    　　　Ｚ
   Ｆ２１Ｖ    8/00     ２００　
   Ｇ０２Ｂ    6/02     ３７６Ｂ
   Ｇ０２Ｂ    6/00     ３２６　
   Ｇ０２Ｂ    6/04     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成29年10月27日(2017.10.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光拡散光ファイバにおいて、
　コアガラス組成物から構成された、前記ファイバ内のコア領域、および
　前記コア領域を取り囲み、前記コアガラス組成物とは実質的に異なるクラッドガラス組
成物から構成された、前記ファイバ内の内側クラッド、
を備え、
　前記コアガラス組成物は、９０質量％未満のＳｉＯ2を有する低融点ドープシリカガラ
スを含み、前記ファイバの開口数は０．４以上である、光拡散光ファイバ。
【請求項２】
　前記内側クラッドを取り囲み、高分子組成物から構成された、前記ファイバ内の外側ク
ラッドをさらに備えた、請求項１記載の光拡散光ファイバ。
【請求項３】
　前記外側クラッドが、（ｉ）内側層および散乱粒子がドープされた外側散乱層、もしく
は（ｉｉ）散乱粒子がドープされた散乱層、をさらに含む、請求項２記載の光拡散光ファ
イバ。
【請求項４】
　光拡散光ファイババンドルにおいて、
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　散乱要素を含むジャケット、および
　前記ジャケット内に配列された複数の光ファイバ、
を備え、
　前記光ファイバの各々は、
　　（ａ）コアガラス組成物から構成されたコア領域、および
　　（ｂ）前記コア領域を取り囲み、前記コアガラス組成物とは実質的に異なるクラッド
ガラス組成物から構成された内側クラッド、
を備え、
　前記光ファイバの各々の前記コアガラス組成物は、９０質量％未満のＳｉＯ2を有する
低融点ドープシリカガラスを含み、前記ファイバの開口数は０．４以上である、光拡散光
ファイババンドル。
【請求項５】
　前記散乱要素が、前記ジャケット内の前記複数の光ファイバの間に配置された散乱充填
剤である、請求項４記載の光拡散光ファイババンドル。
【請求項６】
　前記散乱充填剤に散乱粒子がドープされている、請求項５記載の光拡散光ファイババン
ドル。
【請求項７】
　光拡散光ファイババンドルにおいて、
　透明ジャケット、および
　前記ジャケット内に配列された複数の光ファイバ、
を備え、
　前記光ファイバの各々は、
　　（ａ）コアガラス組成物から構成されたコア領域と、
　　（ｂ）前記コア領域を取り囲み、前記コアガラス組成物とは実質的に異なるクラッド
ガラス組成物から構成された内側クラッドと、
　　（ｃ）前記内側クラッドを取り囲み、高分子組成物および複数の散乱要素から構成さ
れた、前記ファイバ内の外側クラッドと、
を備え、
　前記光ファイバの各々の前記コアガラス組成物は、９０質量％未満のＳｉＯ2を有する
低融点ドープシリカガラスを含み、前記ファイバの開口数は０．４以上である、光拡散光
ファイババンドル。
【請求項８】
　前記コアガラス組成物が、ソーダ石灰ケイ酸塩ガラス、アルカリホウケイ酸ガラスおよ
びアルミノケイ酸塩ガラスからなる群より選択される、請求項１または２記載の光拡散光
ファイバ。
【請求項９】
　前記コアガラス組成物が、ソーダ石灰ケイ酸塩ガラス、アルカリホウケイ酸ガラスおよ
びアルミノケイ酸塩ガラスからなる群より選択される、請求項４から７いずれか１項記載
の光拡散光ファイババンドル。
【請求項１０】
　前記ファイバが、０．５から５ｄＢ／ｍの光散乱を示す、請求項１または２記載の光拡
散光ファイバ。
【請求項１１】
　前記ファイババンドルが、０．５から５ｄＢ／ｍの光散乱を示す、請求項４から７およ
び９いずれか１項記載の光拡散光ファイババンドル。
【請求項１２】
　前記光ファイバの各々が、ある線引き温度でのダウンドロー法を使用して製造され、
　前記コアガラス組成物および前記クラッドガラス組成物が、前記線引き温度で、該コア
ガラス組成物および該クラッドガラス組成物の間に１から１０ポアズの絶対粘度不一致が



(3) JP 2017-505451 A5 2017.12.21

存在するように選択される、請求項１または２記載の光拡散光ファイバ。
【請求項１３】
　前記光ファイバの各々が、ある線引き温度でのダウンドロー法を使用して製造され、
　前記コアガラス組成物および前記クラッドガラス組成物が、前記線引き温度で、該コア
ガラス組成物および該クラッドガラス組成物の間に１から１０ポアズの絶対粘度不一致が
存在するように選択される、請求項４から７いずれか１項記載の光拡散光ファイババンド
ル。
【請求項１４】
　前記光ファイバの各々が、ダウンドロー法を使用して製造され、前記低融点ドープシリ
カガラスに、ガス状または溶融物形態にあるドーパントが前記ダウンドロー法中にドープ
される、請求項４または７記載の光拡散光ファイババンドル。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　コア領域１０のガラス組成物は、ソーダ石灰ケイ酸塩ガラス、アルカリホウケイ酸ガラ
スまたはアルミノケイ酸塩ガラスとして特徴付けられることが好ましい。ソーダ石灰ケイ
酸塩ガラスは、様々なレベルのＮａ2Ｏ、ＣａＯおよびＳｉＯ2を含み得る。例えば、適切
なソーダ石灰ケイ酸塩ガラス組成物は、質量パーセントで与えられた７２ＳｉＯ2－１７
Ｎａ2Ｏ－４ＣａＯ－５Ｌｉ2Ｏ－２ＭｇＯである。アルカリホウケイ酸ガラスは、様々な
レベルのＳｉＯ2、Ｂ2Ｏ3およびアルカリ、例えば、Ｎａ2Ｏを含み得る。例えば、適切な
アルカリホウケイ酸ガラス組成物は、質量パーセントで与えられた７５ＳｉＯ2－０．０
～１０．０Ｂ2Ｏ3－０．０～２５．０Ｎａ2Ｏである。アルミノケイ酸塩ガラスは、様々
なレベルのＳｉＯ2およびＡｌ2Ｏ3を含み得る。このアルミノケイ酸塩ガラス組成物に、
アルカリ、例えば、Ｎａ2Ｏも含まれることがある。例えば、適切なアルミノケイ酸塩ガ
ラス組成物は、質量パーセントで与えられた５０．０～７５．０ＳｉＯ2－０．０～２０
．０Ｂ2Ｏ3－０．０～１５．０Ａｌ2Ｏ3－０．０～１．５Ｌｉ2Ｏ－３．０～１１．０Ｎ
ａ2Ｏを含む。
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